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生活福祉学研究の視点と方法
一北海道女子大学設置準備過程における「生活福祉」の意義と展開一
坂本道子 北方園生活福祉研究所
抄録
1997年4月に開学する北海道女子大学における，生活福祉学研究の視点と方法について述べ
た。内容は次のとおりである。 l，「生活」とは何か，「生活学」とは何かについて。 2，社会
福祉と生活福祉との相違について。 3，日常生活のなかから学ぶという，生活福祉学研究の新
しい方法で作成した例話の提示。 4，ひとつの例話に対する高校生の反応の分析。 5，「生活
福祉概論」「生活福祉基礎実習」の授業展開計画。
以上により，日常生活の体験のなかから展開させる生活福祉の新しい見解を示した。
キーワード：生活福祉，新しいアプローチ，生活学
1. はじめに
「北海道女子大学」が1997年4月に悲願かなって「人
間福祉学部」 ・「介護福祉学科」「生活福祉学科」とい
う2学科を開設する。この開設準備にかかわる中で，筆
者は「生活福祉学」とはどのような学問なのか，その定
義・対象・方法は何か等について聞い続けた。
本論は，開設準備過程での思考を整理し，現時点での
生活福祉学研究の視点と方法を明らかにすることを目的
とする。
2.生活福祉学研究の対象と主体
一生活とは何か，生活者とは何か
生活福祉学研究での対象は「生活者の福祉」であり，
生活福祉学研究を担う主体は「生活者」である。つまり
生活者が生活者にとっての福祉を研究することが生活福
祉学研究であるといえよう。ここで「生活者」とは，「生
活をする者」つまり「生活する人間」のことである。
では「生活」とは何であろうか。この問題をとらえる
ために， 1972年日本生活学会が設立されていた。その設
立趣意書には次の記述がある。
「人間のいるところ，かならず生活がある。人間の歴
史は，生活の歴史であった。」
「われわれの提唱する生活学とは，まさしく生活を客
体化し，理論化しようとする試みにほかならない。その
かぎりで，生活学は生活の研究批判の学である。」
「生活のなかで展開される人間を発見し，人聞を通し
て，生活をみつめ，そのことによって，人間にとっての「生
きる』ことの意味を探求すること一一それが『生活学』
の立場なのである。」
多様化する社会の中で「生活」を客体化し，各分野の
研究者によって幅の広い学際的研究を行おうとしたもの
である。現在でも，家政学者，経済学者，社会学者，民族・
民俗学者，文化人類学者，生活史研究者，社会福祉学者，
住居学者，人口学者等々が，それぞれの学問背景を基礎
に学際的研究を進めている。
ところが，それぞれの立場によって，「生活」へのア
プローチ方法や定義も異なってくる。例えば生活把握の
類型として，「生活システム論」「生活構造論」「生活意
識論」「生活組織論」を想定したものや，生活を生活時
間で分類したもの，生活目的別に分類したもの等々があ
る。浅学な筆者にはまとめきれない。
しかし，論を進めるに当たって「生活」を定義しなけ
ればならないので，今回は，講談社 r日本語大辞典』の
定義を用いる。これには，生活とは，
「①生きて活動すること。生物が生きていく日常の営
み。 life ②くらしをたてること。 living」とある。
本論では，生活を①のlifeの意味に限定してとらえる。
したがって「生活福祉」とは「人聞が生きて活動するた
めに必要な福祉。人聞が生きていく日常の営みとしての
福祉」と暫定的に定義しよう。
3.「社会福祉」と「生活福祉」との相違
北海道女子大学のカリキュラムのなかに「人間福祉概
論」「生活福祉概論」「社会福祉概論」という似たような
科目が設定された。この三科目を全て履修して初めて，
厚生省の定める介護福祉士養成施設等授業科目の「社会
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福祉概論」および社会福祉士養成施設等授業科目の「社 つまり，「生・活福祉概論」において，「生活者」の視点
会福祉原論」に該当するとした。この三科目の講義のポ を培って，生活者の視点から日常生活や福祉を分析し，
イントと特徴をそれぞれ次のように明確にした。 そのなかから具体的な問題発見，問題把握の方法，解決
方法を見いだしていく能力を養うことを主目的とした。
表1［講義内容のポイン卜］
人間福祉概論 生活福祉概論 社会福祉概論
人間をトー タル 日常生活の現実 現代社会で展開
にとらえ，心身 の中で「生活者」 されている社会
目 的 の健康と福祉の にとっての福祉 福祉の意味とあ
あり方を探求 の意味とあり方 り方を探求
を探求
健康 ・保健・福 生活者の主体的 社会制度，社会
アプローチ 祉 視点 保障，社会福祉
方 法 心身の状況と環 生活の総合的把 法，社会運動
境の関係 握と探求方法
立す 象 全人的な人間
生活者 ・日常生 社会福祉制度・
活 法
基礎学問領域 人間学 生活学 社会福祉学
及び関連 人開発達学 家政学 ・文化人 社会政策学・社
学問領域 類学・民俗学 会保障学・社会
学・経済学
介護福祉士養成
施設等授業科目 目標1 目標1,3 目標l,2, 4, 5 
（社会福祉概論） 内容1 内容1,6 内容2,3, 4, 5 
の該当個所
社会福祉士養成
施設等授業科目 目標l,2, 4, 7 目標1,2,4 目標l,2, 3, 5, 6 
（社会福祉原論） 内容l,2, 4, 7 内容1,2,4 内容1,2,3,5,6
の該当個所
4.大学案内リーフレットに描いた「生活福祉」
大学案内リーフレット作成に当たって，他の社会福祉
系大学にはない視点として，「生活者の視点から福祉を
見ること」「生活のなかで福祉を考えること」を強調した。
ところが，広告代理店の方から理屈ではわかるが具体
的にはどういうことかわからない，と問われた。特に男
性のひとりはわからないとしきりに首をひねっていた。
この人たちに理解させる言葉がなければ，今度入学して
くる学生にも通じないと，私は，何度も言葉を換え語っ
た。
わからないという点は大きく二つあった。ひとつが「生
活者の視点」はどういうことか。二つが「生活」と「福祉」
はどのようにつながるのか，関係はどうなのか，という
ことだ、った。
話をしているうちに，次の 2つのポイントを越えると，
前述の疑問が霧が晴れるようにスッと解消し，生活者と
いう同じ立場で作業に向かい合えることがわかった。第
ーが，「自分も今現在，生活している生活者である」と
いう考え。男性がなかなか理解できなかったのはこの点
であった。職業人としての自分という存在は意識してい
たけれど，職業生活も含めて「生きて生活している生活
者である」という実感がなかったという。職業人として
さらに 「生活福祉概論」の講義内容を，問題・対象別 だけでなく，衣食住という基本的な行為を基盤に，地域
に次の15講を例示した。 のなかで生活している生活者であるという実感が希薄
だ、ったといった。
表2「生活福祉概論」
日常生活の中から，福祉をいかに創造するかについて，そ
の意義と理念及び方法を学習する。実践的で具体的な事例
を挙げつつ，生活福祉研究の具体的な方法を学び，生活福
祉のあり方を探究する。
1.「生活」とは何か，「福祉」 8.在宅福祉と生活福祉
とは何か 9.地域福祉と生活福祉
2.生活福祉の対象と主体 10.女性と生活福祉
3.生活福祉の歴史的変遷 1.余暇生活と生活福祉
4.生活学 ・社会福祉学か 12.災害と生活福祉
ら生活福祉学へ 13.生活福祉援助の方法と
5.現代社会における生活 課題
福祉 14.生活福祉を担う人々
6.高齢社会における生活 15. 21世紀に向けた生活福
福祉 祉の動向と課題
7.少子社会における生活
福祉
第二点，「いわゆる福祉対象者も我々と閉じ生活者で
ある」という考え。この裏にはいわゆる福祉対象者は自
分とは違う特別な人であるという偏見が隠されていた。
「福祉」というと「かわいそうな人」「特別な人」のた
めのものというイメージであった。
これに対し，福祉の対象者は自分も含んだ人間全部で
あること，身体障害に関しでも例えば交通事故に遭えば
自分もすぐにでも身体障害者と呼ばれる人になる可能性
があること。そうなった時でも，今と同じように，家族
がいて，ケーキを食べたり，買い物にいったり，音楽を
聴いたり，話したり考えたり H ・H ・と，やはり同じような
生活がある。したがって，この人たちも特別な人ではな
く，自分たちと同じように生活者である，と訴えた。
このような議論を経て，でき上がったリーフレットは
5種類ある。なかでも，第l作と第2作目は日常生活の
中から見つけた新たな発見を，小話風に創作し，高校生
の感性を引きつける試みをした。根底には，「みんな同
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じ人間・同じ生活者。日常生活のなかからの発見。一人
一人を大事にする福祉。」という思想で作成した。
（資料1）第1作
具合が悪くて，学校を早退した。いつもは友達がいっしょ
なのだけど，きょうは一人。電車に乗り込み，虚ろな目で
車両のなかを見回す。ラッシュアワーまでにはまだ少し問
があるせいか電車のなかはそれほど混んでいない。私と向
かい合うように座っているのは，真剣な表情で経済新聞を
読むビジネスマン。その隣には，ランドセルを背負った男
の子。うとうと居眠りをしているおじいちゃんもいれば，
楽しそうに会話を交わしている妊婦さんもいる。みんな肩
が触れ合うように座っていて，電車が揺れるたび，誰もが
同じ方向にからだが傾く。知らず知らずのうちに，おEい
のからだを支え合っているよう。そんな光景をぼんやりと
回tめなカfら，ふと，思った。
人と人って，きっと，いたわり合いながら生きているん
じゃないのかな。
一ーもうすぐ誕生する人間福祉学部・生活福祉学科で
は，さりげない日常から問題を見つけ，『福祉』について，
あなたと一緒に考えてゆきたいと思っています。」
（資料2）第2作せい子さんの話
「どうしよう… どうして？あ，そうか！」
放課後は夜食のお菓子を買って帰るのが，せい子の臼謀。
今日も，いつものスーパーへ。ところが，スーパーの前の
交差点で，
いつもとはちょっと違う光景に出会ったのです。
車椅子に乗った女の人が，懸命に車道と歩道の段差を越え
ようとしていました。
ょうやく歩道に上がると，車椅子はスーパーのスロープを
通ってスーっと店内へ。
「へえ，車椅子の人も，ひとりで買い物に来るんだ」
せい子はちょ っと意外な感じがしました。． 
ポテトチップスの袋をカゴに入れて，ふと横の方を見ると
さっきの女の人がドレッシングのコーナーで， 上に手を伸
ばしています。
座ったままの彼女にとって，高いところにあるピンはとて
も取りにくそう。
「手伝ってあげょうかな。
でも，おせっかいだと思われるかも。
店員さんか，誰か他の人が手伝ってあげればいいのに。
あ，あぶない，落ちそう。どうしよう…」
そんな風にせい子が迷っているうちに，
女の子は1本のドレッシングをつかみ，
カゴに入れてしまいました。
少しほっとしながら，せい子は
「ホントにあのドレッシングでよかったのかな。
もう一段上が，よく宣伝している
ノンオイルドレッシングの棚なんだけどな。
あの人，自炊してるのかなあ。仕事とかしてるのかな。
結婚してるのかなあ。子どもはいるのかな」
と，初めて見かけた女の人の，日常生活を想像してしまい
ました。
ついでに靴下を買って帰ろうと，衣料品売り場へ。
そこで，せい子は，またあの車椅子の女の人をみかけたの
です。
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ヒマワリ柄の半袖のワンピースを身体にあてていました。
「ずいぶん長い丈のものだなあ。
試着しなくていいのかな。試着室はどこかしら。あっ！そ
うか。試着室って…。
結婚式みたいな服を選ぶ時には試着はどうするんだろう
・。」
せい子の頭の中で，いろいろな疑問が回り始めました。
女の人はワンピースを戻すと，出口へむかっていきました0． 
その日の夕食。
野菜サラダにドレッシングをかけながら，
せい子は，ふと，今日見かけた女の人のことを思い出しま
した。
そして，またいろいろなことを考え込んでしまいました0． 
あなたはどんなことを考えましたか。
新しい福祉を
恒三瓦
食べものは「和食」，スポー ツは「ゲー トボー ル」，
テレビ番組は「水戸黄門」と
ワンパター ンでは対応しきれなくなってきています。
高齢者でもピザやスパゲティが大好きな人。
ゴルフやビリヤード，ダンスを楽しみたい入。
絵画や映画，音楽を鑑賞したい人などなど。
人の好みがどんどん変化していく現代において，
それだけ生活も多機化しているのです。
こうした中で，おしきせの福祉から，
一人一人の生活に応じた
幅広い様4な福祉が求められています。
j弘
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） 
学校法人浅井学園では，
建学の教育的理想「女性にふさわしい聴業的技能と
幅広い教養を持つ自立のできる社会人の育成」をふまえ，
これからの福祉への期待に応えるために，
新しく北海道女子大学を関学します。
「人間福祉学部」では，従来の福祉理論はもちろん，
生活の基鍍となる衣・食・住から，心理，健康，環境，
そして文化や芸術にいたるまで人聞の営みの
すべてを学ぶことができます。
まず自分自身を知り，そして人閉そのものを知り，
さらに人聞の営みである生活を知ることから始める。
そんな新しい福祉の分野をつくりたいと考えました。
私たちが，今，生きている生活のなかから
問題点を発見し，分析し，
その展開方法を見つけだしていく。
さあ，新しい福祉の最初の1ペー ジを，
いっしょに拓いていこうではありませんか。
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5.高校生がとらえた生活福祉
第2作目の「せい子さんの話」は，返信葉書で感想、を
寄せてもらうシステムにした。発行して間もなく，業者
が驚くほと。200余通の葉書が戻ってきた。（総数約300通）
感想の中身を大別すると， 6つに分けられた。第1が，
共感グループ。「同じ体験をしたことがあった。」「せい
子さんと同じようにどうしようと思ってしまう。」「どう
しても手を出せない自分がいる。」など共感するもの。
第2が批判型。「すぐに手伝ってあげればいいのに」「私
は手伝った。」と迷ったせい子さんの行動を批判する人。
第3は心と環境にバリアフリーが必要なことを感じ取っ
たもの。「障害者も健常者と同じ人間である」「障害者の
心理についてもっと理解しなければ」「暮らしやすい街
について考えた」と意識を深めたもの。第4に福祉に興
味を示したもの。「もっと福祉や介護の知識を学んで役
立ちたい」「福祉もいろいろなことができるのだと思っ
た」と，新たな発見をしたもの。第5にこれからの高齢
社会・福祉社会での課題や願いを記載したもの。「設備
や環境作りが必要だ」「あたりまえのように助け合える
生活を送りたい」。第6に大学の内容に興味を持ったも
の。「もっと詳しいことが知りたい」。数量比は第1グルー
プからそれぞれ1:1:2:3:3:3であった。
以上のほか，「福祉は身近だ」と感じたもの。自分の
具体的体験を記載したものがあった。そのいくつかを紹
介する。
く福祉は身近だ＞
「身近なところにも福祉はあるんだと思った」
「私のまわりにも福祉にかかわるためのたくさんの
きっかけがあると思いました」
「何かを見て感じて，福祉に興味をもつのは大切なん
だと思いました。」
「今まで“福祉”には興味がありボランティアも少し
ゃったことがありますが，その時は何か“福祉”に
対して“特別”という感’情を持っていました。でも，
パンフレットをよんで『ああ身近でこんな感じかた
もできるんだな」と思いました。」
く具体的体験例＞
「私も時々閉じことを考えます。私の通っている学校
のある市では盲導犬を利用している人が2人いま
す。そのうちの1人を，よく駅で見かけるのですが，
この聞は階段の段差で立ち止まっていました。声を
かけようかと，思ったのですが，盲導犬が一生懸命
だ、ったのでだまって通りすぎました。段差の少ない
道路が必要だなと思いました。」
「私の祖母も車椅子を使っています。外出の時，私が
おしてあげますが，本当，見えないところが，段に
なっていると，おす人も，乗っている人にも大変で
す。なんか，そんなささいなことだけど，それがや
けに心に残った。」
「部活で車椅子体験をした時，自動販売機に手を伸ば
してみたのですが，とても大変だったのを思い出し
ました。自分は健康な身体だけど，障害を持った人
も買い物をするということも考えていかなきゃだめ
だと思いました。」
「私も朝，雨の日とかのパスで乗ってくるおばあちゃ
んが，パスの階段はけっこう高いからとても大変そ
うに登っていて，いつも手をかしたいと思いながら
そのまま座ったままで，そのおばあちゃんは結局一
人でパスに乗る。なかなか手をかしてあげることが
できないのが悲しいで、す。」
「私はボランティア活動を通して車イスのガイドマッ
フ。を作っています。作ろうと思ったきっかけは，せ
い子さんと同じような疑問の数々からで，在宅介護
で，夫婦で車イスの生活をしている人のところに
いっていますが，全然ふつうとかわらない生活に
びっくりしています。」
このように素朴な反応を返してきている。どれも自分
の身近な生活の中で，ふと気がついたという生活の中で
の問題発見をし，問題を認識している。
この方策を身につけ，ここから解決策を計画し実践で
きるようにしていきたい。
6.「生活福祉概論」および「生活福祉基礎実習」の授
業展開計画
北海道女子大学での「生活福祉概論」は3名のオムニ
パス形式で、担当する。筆者はその3分の1を映画を教材
に用いて授業を次のように展開する予定である。
「主に映画を教材に用いて，そこに描かれる人間，特
に女性に焦点を当て，その生活と生活問題をとらえて，
時代背景や社会の組織・制度に制約を受けつつ，その中
で問題を解決して行く姿勢と課題を学ぶ。また，現代社
会に共通する生活と生活問題を見いだし，『よりよく生
きる』という福祉の課題についてどのように対応するか，
生活福祉をどのように創り出すかについてを考察する。
取り上げる映画として，例えば邦画では，『小島の春』
「荷車の歌』r縮図」「悦惚の人』「典子は，今』など，
洋画では『大地の歌」r道』『モモ』「愛は静けさの中に』『カ
ラー・パーフ。ル」などの中から扱う予定である」
教材に映画を用いるのは，次の意図がある。生活は時
代からの制約をうけている。その時代，時代のナマの生
活の実体を把握して理解するためには，視覚から受けと
る方法が，一番理解しやすいと考えるからである。まさ
に百聞は一見にしかずである。
それぞれの映画は次のテ マーをあっかう。 r小島の春』
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はハンセン病や虐げられた病者について，『荷車の歌』
は農村女性の一生，『縮図』は人身売買，芸者の女性の
北方圏生活福祉研究所年報第l巻 1995
生き方， r’｜光惚の人』は高齢・介護・家族問題，『典子は，
今』は障害児・者問題，『大地の歌』は貧困問題， 『道』
生活福祉基礎実習
［概要］
「生活福祉学とは何か」のイメージ作りと感性の練磨を，学生自らの体験を通して形成させ，大学生活及び「実
習」に対するオリエンテーション的意味を持つ授業である。まず最初に， 5人の教員がそれぞれの専門知識を土
台に，「生活福祉とは何か」「実習とは何か」について討議し，これらの議論を基点にして「生活福祉」という新
しい学問の研究方法の確立に向かつて授業を組み立てる。授業は，実際に身体や心をつかつて実習を行うことを
中心に置く。施設見学や当事者の講義なども積極的に組み入れる。
［授業の流れ］
I，オリエンテーション
2，シンポジュウムー 「生活福祉とは何か」「実
習とは何か」
3，「生活」に関する体験学習
4，「生きること」に関する体験学習
5，「施設」と「障害」に関する教材学習とグルー
プテ2イスカッション
6，グループ学習一施設見学の立案と実施，報告
書作成
7 , 2泊3日宿泊研修 施設見学・討議
8，当事者に聞く「生活」 一 ①障害者の立場から
9 ' / と ②家族の立場から
10, ク 「福祉」 ③施設職員の立場から
11, ク ④外国人の立場から
12, / ⑤行政の立場から
13，シンポジユウムー 「生活福祉学研究の方法に
ついて」
図1
人間福祉
~ー ~トー ~一
介護の必要な在宅 老人、障害児・者を 介護福祉を必要と
老人などに対する はじめ、社会福祉 する医療現場での
地域での福祉のあ 施設内での福組内 援助、医療ス少p
り方、在宅福祉の 容や介護援助の方 フとの連携のあり
事業内容、その他 法等について研究 方、医療現湯にお
行政との諸問題等 しま弘 ける諸問題等在研
にτ〉いて研究1レま主 究しままh
~一 ~ー ~一
受ける側の心理、 豊かな福祉を推進 パリアフリーを基
する側の心理など、 する上での健康指 礎にした都市計画、
福祉に関する様々 導事業レクリ工ー 住居建築、公害、自
な人間の心理在研 ションやスポ ツ 然破壊など、僚々
究し、よりよい人間 の必要性、スポーツ な角度から充実し
理解を考えま昔h 関連事業のあり方 た福祉環境を研究
等を研究しま五 します。
??、??、??? ? ?
????
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生活福祉学研究の視点と方法
図2
・介護福祉学科・生活福祉学科のカリキュラム
2表
社会教育論
社会教育計画
社会教育施設論
社会教育課題研究
人権と福祉
女性学
生活と薬学
哲学
宗教学
日本国憲法
環境科学
生活と法律
人間表現法（体育理論）
人間表現法（健康体育）
人間表現法（問芸・絵画・音楽）
社会学
倫理学
人間学
人間関係論
生活と経済
生活と政治
人間表現法（基礎英会話）
人間表現法｛英語！）
人間表現法（英語川
?????
生活環境論
家庭経済学
生活経営
国際福祉文化特論
福祉と工学
バリアフリーデザイン論
北国の住環境計画
北国の集住計画
地主翼施設論
福祉文化論
生活学実習I・日・Il
栄養調理学
住生活学
北国の高齢社会の街づくり
家庭の電気と機械
福祉統計処理志
調査測定法
生活学概論
衣生活論
栂服材料学
食生活論
北国の食文化論
現代都市家族論
インテリアデザイン
情報処理演習
?????
社会福祉原論ト日
地域福祉論卜日
社会保障論
公的扶助論
社会福祉援助技術各論I・日
福祉と看護学
心身医学
老年医学
生理心理学
臨床心理学
健康心理学
発達心理学
認知心理学
カウンセリング
行動科学実験＊＊
臨床心理学実習＊＊
社会福祉援助技術総論l・ll 
社会福祉発達史
社会福祉の法と行財政
公衆衛生学
精神保健
高齢者心理学
生涯発達心理学
障害者心理学
心理診断法
行動科学
老人福祉論！！
障害者福祉論H
児童福祉論！！
保育学
リハビリテー ション論
人間福祉概論
生活福祉概論
社会福祉概論
介護概論 I・!I 
医学概論l・ll 
心理学概論
行動変容論
老人福祉論I
障害者福祉論I
児童福祉論I
福
祉
理
論
介護福祉専門講習（在宅・医瞳・施設）
生活福祉専門置冒（珊境・健康・心理）
ボランティア実習
生活福祉海外事情
福祉研究実習＊
卒業論文＊＊
介護研究のための応用演習卜日＊
社会福祉援助技術演習
ボランティア実習
生活福祉海外事情
介護実習指導＊
介護実習！！* 
社会福松援助妓術現場実習指導
社会福祉媛助授術現場実習
発展演習
障害形態別介護授術演習＊
ボランティア実習
介護妓術演習本
介護実習指導ホ
介護実習 Iホ
社会福祉援助妓術現場実習指導
基礎演習
生活宿松基礎実習
レクリエーション指導法
介護妓術演習＊
＊介護福祉学科のみの科目＊＊生活福祉学科のみの科目
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は障害・貧困 ・人権問題，『モモ』は児童問題・援助技
術論，「愛は静けさの中に」は障害者問題，「カラー ・パー
ブ勺レ」は民族・人種問題。それぞれ映画に描かれた「生活」
から問題を発見し，所在を明らかにし，分析する。さら
に生きざまから，問題解決への方策や課題を学ぶ。
7.まとめ
北海道女子大学人間福祉学部には介護福祉学科と生活
福祉学科の2学科を開設することになった。前頁のカリ
キュラム表を見てわかるように，この2学科ともに同じ
教科を履修できる。（図2)
これは，学習する対象は同じであるが，アプローチの
方法が異なるという姿勢を表すものである。つま り「握
りこぶし」を右から見るか左から見るかという方法の違
いである。具体的には図によって説明する。（図 1) 
これを言葉で表現すると次のようになる。「介護福祉」
学科では，今までの「福祉理論」を中心に，「在宅」で
の福祉 ・「医療」福祉・「施設」での福祉を考える。そ
こに，する人の心理される人の心理を理解するため「心
理学」の基礎知識，スポーツ・レクリエーションまで含
んだ「健康」の知識，住宅改造 ・街づくりまで含んだ「環
境」の知識を組み入れる。「介護実習」や「社会福祉実習」
を通して，「人間」とは何か「生活」とは何か「文イヒ」
とは何かまで考察を深める「実践主体の福祉」を展開する0
7方，「生活福祉」学科では，まず「人間」とは何か「生
活」とは何か「文イヒ」とは何かの思考を深める。そこか
ら「生活ベース・人間中心」にして，現在の福祉理論を「施
設・在宅・医療」場面で「心理・健康 ・環境」を含んで
北方圏生活福祉研究所年報第1巻 1995
分析考察するといえる。
このように「人間」や「生活」を中心において，複眼
的な見方で研究分析しようとするところが人間福祉学部
である。
以上をまとめると，北海道女子大学で筆者が展開しよ
うとしている「生活福祉学」の視点と方法は次のとおり
である。
視点：生活者の視点
対象：生活者の福祉，生活者，日常生活
主体：生活者
目 的：生活者が生活者にとっての福祉を研究すること
生活者とは：生活する人間
生活とは：生きて活動すること。生物が生きていく日常
の営み。 life
生活福祉とは：人聞が生きて活動するために必要な福
祉。人聞が生きていく日常の営みとし
ての福干止。
方法：日常生活のなかからの問題発見，問題認識，分
析，解決方策の計画 ・実践
基礎学問・関連学問：生活学，家政学，文化人類学，民俗学
1997年4月からいよいよ開学である。さまざまな分野
の教員と新しlハ思いの学生とともに，論議を重ね，さら
に「生活福祉学」の視点と研究方法を磨き上げたい。
謝辞 ：北海道女子大学設置準備室員として， 協働したス
タッフの方々，およびお支え頂いた方々，さらに顧問と
してご指導下さった一番ケ瀬康子先生，それぞれの方々
に心から感謝いたします。
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Views and approaches to the study of Human Services prior to the establishment in April 1997 of Hokkaido 
Women’s University are described. Contents include : 1. What is life ? and What is Lifology ? 2. A compari-
son of Social Welfare and Human Services. 3. Examples introducing short stories which show the innovative 
method of studying Human Services from daily experiences. 4. Responses of high school students to one of 
above examples. 5. Syllabus of the “Overview of Human Services (Seikatsufukushi-gairon）” and the “Basic 
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The writer indicates a new understanding of Human Services emanating from the experience of daily life. 
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